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緒 言

第 1第では,弾力性軟 のフイルム状,叉は板

状 の合成樹脂である,ポ リ7 ク 1)ル 酸 メ チ -

ル,ポ リエチ レン,ポ リイ ソブチ レン,洩び可

塑剤 を含むポ リ塩化 ビ--ルの,動物組織 に対

す る異物性刺戟 に就 いて比較検討 した結果,求

リ塩化 ビ--ルを除 き,他の三者は,何れ も充

填物 として好適 な ものであることを知った｡

しか しなが ら, これ らの物質 を,実際 に,充

唄腔内に充填す る場 合には, フィル ム状,叉は

板状 の ままでは不適 当であることは,諭を侯 た

ないOその弾力性,柔軟性の;特徴をlt:_か し, し
か も,興 った大きさと形 の充填腔に充填す るに

は,やは り中空球 にす るか,叉はスボ ンヂ形態

にす ることが望 ましいが,第 1篇 に述べた合成

樹 日旨の中には,スボ ンヂ形態に出来 るものがな

く,又,中空球 に形成す るにも困難なものが あ

る｡スボンヂ形態は, 中子聖球 よりも,柔軟性,

弾力性の点で優れ,叉,位意 の形,大き さを得

ることがで きる婿散を もっている｡ しか しなが

ら,共通孔を有す るスボンヂ形態 では, スボ ン

ヂの中に,結合,a,妻参,Vjl液な どが進 入 す る こ

と,及び表面が粗粒で,表面積が非常に広 くな

ること等か ら,異物性刺戟が多 くなる傾向のあ

ることが考 えられ る｡

本篇では,スボ ンヂ形態で, しか も好適 な充

填物質 を探究す る目的で,弾力性軟合成闇頂旨の
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中か ら,スボンヂ形態にな り得 るも の に 就 い

て,寛1篇 と同様な動物実験を試み,それ らの

異物性刺戟に就いて,比較検討 した｡

弟1章 実験材料及びその物理化学的性状

実験材料 としては,弾力性軟の合成樹脂であ

る,フォルマール化ポ リビ--ルアル コ-ルス

ボンヂ (以下ポ リビ--ルフォルマール と略称

する)及び,ポ l)塩化 ビニールスボンヂ (後述

のように,可塑剤を含む) とを使用 し,何 ポ リ

ど- ノレアルコール, コン/ゴ-p- トポ リビニー

ルアル コール及び,スボンゼル等を 参 考 比 較

し, メチ -ルメタク リレー ト板を対照 とした.

次に個 々に就いて述べ る｡

A ポ 1)ビニールフォルマール

ポ リビ--ルアル コール自体は,水に可溶性

のものであるが, この水溶液を硫酸,及び.酸性

京大括研紀要 第8巻 第2号 増刊号

硫酸 ソーダ-の触媒のもとに,フォルマ 1)ンに

よりフォルマ-)L,化することによって,水に難

音容なポ 1)ビニールフォ)I,マールを得 ることが出

来 る｡

このポ 1)ど--ルフォルマールは,非常にき

めの細い連続気胞をもつ,スボンヂで,乾燥時

には固 く,弾力性を示さない｡しかし水分を含

む ことにより,多少膨潤するが,非常に柔軟 と

な り,弾力性を生ずる｡ このため,特 に可塑剤

を必要 としない｡

性質の大要は,比重は約1.2,稗熟 に弱いが,

100oC15分間位の温熱には耐え得 る｡アルカ リ

には比較的強 く,叉, 4-5%の塩酸,硫酸に

も変質 しない｡ 熱性含水フル コ-ルには精 々溶

解する｡機生物に対 してほ,かな り強 く,且つ

微生物 の栄養にはならない ｡

その葺合度及びそのフォルマール 化 度 に よ

第 1表 実験材料及びその物理化学的性状 (第2第)

ポリどこ-ルアルコール ポ1)ビニ-ルフォルマール

化学構造式

性

形

状

〔
態

比 重

-CH2-CH-CH2I
l
OH n

白色,水に可溶

粉末状,ゲル状

-CH2-CH～CH2-CH

0-OH2-

白色,不透明

スボンヂ状

･一一一一_-
刀

性

性

山酸

匠

力

水

/

h

両

.i7

両

綿 々 有

大

綿 々 大

耐アルカリ l 綿 々 大

可

一
不

熱水アルコール
熱石炭酸
熱水酪酸

大部分の有機溶剤

100oC短時間
相 々 大

ポリ塩化ビニール製品
(ス ボ ン ヂ)

n 1 CH2-CくcHl n

不透明,無味柔軟

スボンヂ状

1.2-1.6

稽 々 大乾燥時殆んど無,吸湿により有 有

大

精 々 大

柏 々 大

熱水アルコール
熱石炭酸
熱水酪酸

大部分の有機溶剤

大

比較的大

比較的大

種々可塑剤
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り,硬 さ,耐熱 性,弾力性の異った,種 々の重

合物を生ずる｡殊に,そのフォルマール化度の

上昇により,硬 くな り,水に難溶性 となる｡

本実験に於いては,重合度は1400-1600,62

モル%から81モル%にフォルマ-,L,化された約

10種類の,フォルマール化度の興 るもので,直

径約 1cm の球,叉は0.5cmxO.5cmxlcm の

円筒形のもの,及び1.5cmxlcmxO.5cm の角

形のものを用いた｡叉ポ リビニル ア ル コー ル

は,水溶液の濃度の高いもの (30%)を用い,

水溶液 の濃度の低いものは (5%), コンゴ-

ロー トの触媒によりゲル化したもの (仮称 コン

ゴ-ロー トポバール)を用いた｡

B ポ リ塩化 ビニールスボンヂ

ポ リ塩化 ビニールそれ自体は,軍 1篇で述一㌔

たように, 無味, 無臭, 難火燃性で, 比重は

1.2-1.6である｡ 硬度 は高 く, 熟 に対-して稽

一々安定性に乏しく,弾力性はほとんどないが,

これに種 々の可塑剤,夏に安定剤の 混 合 に よ

り,弾力 性を保たせ,スボンヂ化したものであ

る｡ 可塑剤 としてほ,ヂオクチ-)i,フタレー ト

及びフク-ル酸 エステルが用いられ,叉安夫三剤

として,ステア リン酸アルカ リ土金属,その他

ー881-

が用いられている｡ 硯在市販のビニール製品は

すべて, これ らの可塑剤,安定剤を含んでいる

ものである｡

本実験には,非常に柔軟で,きめの細い連続

気泡の,含可塑剤 (ヂオクチ-7レフタレー ト及

びフタール酸エステル)のスボンヂ製品を用い

た ｡ 人こきさは,1.5cmxlcmxO.5cm の角形の

ものである｡

第 2章 実験動物並びに実験方法

実験動物並びに,実験方法は,第 1篇 と同じ

である｡即ち,実験動物 としてほ,2.5kg～3kg

の健常表見及び結核家兎を使用 した｡

実験方法は,前述のような充填物を,実験動

物の皮下,及び胸腔内に,可及的無菌的に充填

して後,充填物を3日目から2年半にかけて間

囲組織 と共に逐次別出し,充填物の変化,及び

充填物の被膜,並びにその暫1両の,肉眼的,柄

理組織学的検索を行った｡実験に用いた動物数

は26匹であるが,同一動物に10カ所以上充填 し

たものが多いので, 検索例数は 185例になって

いる｡

第2表 実験動物の例数分類 (第 2篇)

級 後術 後
カ4年 3カ 計
目 月日

第 3章 実験成績 (充填物 ,被膜と及び割面の,

肉眼的並びに病‡里組織学的所見)

全症例数は第 2表

の通 りで,ポ リビニールフォルマール146例, ポ 1)塩化 ビ-

-Jt,スボンヂ39例で, これを時間的経

過により,術後 1カ月以内,術後 3カ月以内,

術後6カ月以内,術後1年～2年に分草江ノ,ポ リ
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(0.1mm～0.2mm) 脆い線維素様被院で覆わ

れ,充填物との癒着はほとんどな く,周囲組織

と共に充填物を取 り出す時に,被日英は充填物か

ら屡々剥離する｡身j出標本の創面は,一様に白

色で,比車軸勺平滑であり,充填物は,充嘆前 と

同じ状態を示し,弾力性,柔軟性,吸収性,共

に変化していない｡

術後 2週 目 :術後 2週になると,充填物は僅

かに厚い0.5mm～1.0mm の灰白色透明な,粗

粒な柔い被喋で覆われている｡充填物 との間に

紘,軽い癒着を生 じてを り,術後 1週 目に比べ

て精々強敵になっているが,注意すれば充填物

のみ遊離することはない｡叉,表面に暗赤色の

小旗;点を少し見ることがある｡

割面は,術後 1週目に比較すると,淡黄褐色

を呈している｡ これは周辺部に於て著 明 で あ

る｡ 充填物は,弾力性,柔軟性,共にほとんど

変化を見ない｡

術後 3週 目 :術後 3週 目になると,被 膜 披

1.0mm～2.0mm で最 も厚 くなるが,未だ柔か

く粗粒で且つ,乳白色,透明である｡術後 2週

目に比較すれば, より強 敵 となり, 癒 着も強

く,充填物を剥離することが困難 となる｡ 又そ

の表面には,極めて細い毛細血管が走っている

のが 1-2条見られる｡

次に割面を見ると,スボンヂに接 している被

膜の一部は透明で,スボンヂの孔内には,周辺

部から2-3mm の問は,寒天様の透明な組織で

充たされ,そのスボンヂほ淡黄褐色を呈してい

る｡ 被膜に近い所は,組織の進入と柏保って,

スボンヂの弾力性は稽}{減弱されているが,中

央部は変化を認めない｡

術後 1ヵ月目 :術後 1カ月になると,被膜披

比較的強敵 となるが,術後 3週 目に比して精 々

薄 く(0.7-1.0mm)栗に透明となり,且密にな

っている｡非常に細い毛細血管が,表面に比較

的良 く発達 し,叉周 囲組織 との癒合も強 くなっ

て来ているので,被8英を含めて充填物を易l聞 す

る時には,出血しやすい｡

割面は,術後 3過削こよく美白似した所見であ

るが,これを詳見すると,淡黄褐色のスボンヂ

の部分と透明な組織の部分とが交錯 しながら,

京大結研紀要 第8巻 第2号 増刊号

周辺部から中央部に伺って,より巾広 くなって

いる｡

B ポ リ塩化ビニールスボンヂの場合

術後 3日目-1週間目 :術後 3日目-1週目

では,ポ リビ--ルフォルマ- ル充填の場合と

精 々異 り, 灰白色不透明の厚い (1.0mm～0.5

mm)脆い被膜を形成し, 充填物 とは癒着して

いない ｡ ポ リ塩化 ビニールスボンヂほ縮少し,

充填前の4/5-2/3の大きさを示して塊 となり,

硬 く脆 くなって,弾力性を著 しく消 失 し て い

る｡

割面は,充填前均質であったスボ ン ヂ 形 態

紘,相当不均質 とな り,所々に押 しつぶされた

ようになっている｡

術後 2週間目 :術後 2週目になると,被院は

更に厚 く,浮腫状で,不透明な灰白色乃至淡褐

色の,粗槌な線維素様の膜を形成し,充填物と

の間には軽い癒着を生 じている｡充填物 と被院

とは,きれいに剥離することは出来ない｡ 表面

には暗褐色の魂;点を散見する｡弾力性はほとん

どな く,凸凹の粗粒な一塊 となり,創面 も均質

なスボンヂ状を示さず,硬度も更に高 くなって

いる｡

術後 3週目 :術後 3週目になると,2週 目と

ほとんど変 らず,細い毛細血管が教 条 見 られ

る｡ 割面の所見も2週 目と同様である｡

術後 1ヵ月目 :術後 1カ月になると,充填物

は2/3-2/1位に縮小し,被喋は精 々薄 くな り,

半透明,灰白色で,所}<に暗赤褐色の斑点を見

る｡癒着も一層強 くなるが,毛細血管はポ リビ

--ルフォルマ- ルスボンヂに比較 してあまり

多 く見 られない｡

創面は,ほとんどスボンヂ形態を示さず,押

しつぶされて塊 となってを り,所々の間隙に半

透明でゼラチンようの,結合織の部 分 を 認 め

る｡

第 2項 病理組織学的所見

A ポ リビ--ルフォルマール充填の場合

術後 3日目- 1週 目 :術後 3日日頃では,ス

ボンヂの内,外共に線維素で充たされ,叉かな

りの多核白血球及び少数の単球を認める｡

叉,所/q:に壊死細胞の核が比較的多く見られ
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る｡ 1週 目頃になると, 3日目よりほ減 少して

いるが,椅かな り多 くの多核当血球及び少数の

単球に浸潤 された,線維芽細胞を主 とする幼君

結 合織で包まれ,スボンデの中には,被膜に近

い約 2mm位の問は,線維素 と比較的多い多核

白血球の桶慢性浸潤がある｡

それから更に中央部では,所 々に壊死細抱の

集積が見られるo組椎細胞のスボンヂの中えの

進入は末だ 斧明でない,,

術後 2週 目 :術後 2週 目になると,被膜は幼
若線維組織ではあるが,術後 1週 目 に比 べ る

と,ずつ と整い,組織の竜向も次第に平行にな

って来 る｡浸潤細抱の敗も減 少し,殊に多核白

血球は箸滅 している｡叉,結合仏銀経の形成が

著明で,単球,小円形細抱,組織球性細抱もそ

の間に少雛且られる｡ この時期より 早い 所 で

は,71ボンデの孔内に向って線維牙細抱が進入

し始め,線維形成が内部に進んで行 く像が見ら
れる｡ それ と前後 して比較的桟敷の少い異物巨

細胞が,スボンヂ孔内に進入し,･I拝にスボンデ

に接する境界面に少数散見されるようになる｡

しか しスポ/デの周囲部から精 々離 れ た 所 か

ら,中央部にかけて,佃少数で多核白血球が滴
慢性に認められ,単球,細粒球もそ07中に散 托

される｡泉柑 絹 二細胞は, この部 分に末だ認めら

れず,術後 1週 目の鞘 と部の像に類 似 し て い

る｡

術後 3週目 :術後 3週 目になると,被膜は段

も厘 くなる｡(1.0mm-2.Omm)最内層のスボ

ンヂに接する部 分は,諏密な,平行に並んだ銀

維純泡,及び輿物巨細胞が見られる｡ 叉,毛細

血管の新生 もかな り札られるoそれより外側の

層は,相槌な結合租で健常部 と境 され,ここに

は紬維細抱が主体で,少数の小円形細抱を認め

る｡ この時甥になると,線維組織はスボンヂ孔

内-漸次進入し,檀:径 0.5cm 位のものでは,

中央部 まで進入が及んでいる｡ この進入組織は

スボンヂを小 さな区域に分けて,これをとり囲

む ようにして中央部に向って伸び,各々小 さな

区域のスボンデは,スボンヂ形態を保ち,その

中には細抱の進入も見られないO このためにス

ボンヂと結合織は,互に小区割を作 り侶錯綜 し

-883-

ている｡

叉,スボンヂ内の組織像 も,舶用頼嗣Ed,線維

芽細胞を主体 として,多核白血球,及び単球は

著滅し,殊に多核白血球は中央部を除いては,

ほとんど見られな くなる｡ 異物巨細泡はスボン

ヂに接する部 分にのみ見られ,術後 2週 目に比

較 して,細胞数の減′如こよって組織像は単純化

している｡

術後 1ヵ月目 :術後 1カ月目になると,被膜

の部 分は,観密に平行に走る結合棺に,細長い

核をもつ線維細胞が一定方向に7-8列に並ん

でいる｡ その外側は精 々粗糧で,卵円形の核を

もつ線維細胞が認められ,健常組織に移行 して

いるD その他の細胞浸潤はほとんど見られず,

所々に,稀に単球,小円形細胞が認められる｡

この移行部には,小血管が 3-4条 見られ る｡

スボンヂの中には,単球,小円形細抱が,被膜
の部 分より稚 々多く見られ,各小 区 割内ojスボ

ンデの境界面には,桟敷の多い異物巨細胞が認

められる｡叉,スボンヂ内の待合織には,新生

血管が進入しているが,あまり叛は 多くない｡

中央部に近 くなると,僅かに少数の 多核 白血

班,単球が箇散見される｡ 結 合織は,椅粗槌な

所が多く,卵円形の核をもつ線維芽細晦が多 く

且られ, 精 銅 談線維は粗積で,走向は乱れてい

る｡

B ポ リ塩 化 L-Jニ ーJL,スボ ンヂ充填の場 合

術後 3日目-1週目 :術後 3日目-1週 目に

なると,スボンヂの内外共に多核 白 瓜J球が非 ノ昔

に多数遊ELTdし,その-･部は壊死化し,充填物は

線維素及び,壊死細胞により因まれているO術

後 1週 目になっても,スボンヂの周囲,及び内

部は, 無構造な壊死組織で充たされ, その中

に校数の多い多核白血球が多く且られ,史, 莱

血球 もところどころにかな り見られる｡ この部

分は,外層の健常組織 と,粗槌なうすい幼 苦紹

合板により指 され,その中にも多核白血球,単

球が少数見られるが,更に最外層の健常組織の

中にも少数の浸潤細事泡が見られる｡

術後2週 目 :術後 2週 目になると,スボンヂ

形態を示さず,若干個, ノヾ小不同の鳩の集合と

な り,そuljlri川上細い裂隙とな- ) て,1ボンヂは
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不均質となる｡ その間隙には,壊死細胞,多核

白血球が充たされ,被膜は,その最内層に,無

構造な壊死に陥った組織があり,これは術後 1

週日よりも比較的少 くなっている｡ついでその

外側には,線維芽細胞の発達した幼 君 結 合 織

が,術後 1週 目の時の数倍の厚さになり,その

層には,比較的多数の多核白血球が見 られる｡

単球,組織球等も所々に見られる｡ 叉,小出血

が数カ所に 見 られる｡ その外側は 粗槌な, 健

常結合織層に移行するが,ここにも多 核 白血

球,単球が少数認められ,軽い浮腫 が 見 られ

る｡

術後 3週-1ヵ月目 :術後 3過～ 1カ月にな

ると,壊死細胞及び無構造な組織の部分は,略

々消退しているが,やは り境界面には,多核白

血球が多く,単球 もかなり見 られる｡

線維芽細胞の発達は,被膜に於いて盛んで,

厚さも厚 くなり,その一部は残ったスボンヂの

間隙に進入している｡ 走行も大体一定方向に平

行に並ぶが,庸密でない｡ 被睦の外層部に新生

血管が見られ,この部分は略々健常組織で,浸

潤細胞はほとんどない｡出血巣は少 くなってい

る｡ 異物巨細胞が少数ながら,充填物に接 した

部分に見 られる｡

弟2節 充填後 2-3カ月目の場合

第 1項 肉眼的所見

A ポ リビニールフォルマール充填の場合

術後 2カ月-3ヵ月目 :術後 2カ月～3カ月

になると,被暁は更に薄 くなるが,この時期か

ら,内層と外層とに区別出来る｡即ち内層は薄

くて透明,且つ強敵であり,外層は精々柔か く

て粗樽,且つ不透明で,その境は割 面 を 見 る

と, 比種的明確に識別出来る｡ 外層の部 分 に

は,教条の毛細血管が走っている｡ これは充血

しているので,別出時に外力が加わると出血 し

易 く,出血斑を作る｡

被月英は,スボンヂ内の結合織 と密につながっ

ているので,スボンヂを取 り出すことは,精 々

困難 となる｡割面は稀黄褐色で,透明なゼラチ

ンようの結合織の部分 と,スボ ンヂの部分 とが

交錯 して,斑 らな外観を里 している｡スボンヂ
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は結合織が進入している所は,そのために精 々

弾力性を減ずるが,進入を受けない中央部は,

ほとんど変化を見ない｡

直径 1cm の球では,ほとんど中央部近 くま

で組織の進入が及んでいる｡

B ポ リ塩化 ビニールスボンヂ充填の場合

術後2カ月-3ヵ月目 :術後 2カ月～3カ月

になると,充填物全体は小さくなって,充填前

の1/2-1/3位になり,相当硬 くしかも脆 くなっ

ている｡ 被崖莫は灰白色不透明で硬 く,ポ リビニ

ールフォルマールのように,内,外二層を区別

出来 る｡ 所々に小出血斑が見 られ,表面に教条

の毛細血管が発達 している｡

被膜から幼君な結合織が,充填物の間隙内に

進入 し,癒着は強 く,被膜を剥離することが困

難になる｡

第 2項 病三哩組織学的所見

A ポ リビニールフォルマール充填の場合

術後2カ月-3ヵ月目 :術後 2カ月～3カ月

になると,被膜のスボンヂに接 して い る部 分

紘,密で平行な結合織線維になってを り, この

部分には細長い核をもつ線維細胞の み を 認 め

る｡ 更に外側は,精々粗粒な結合織で, ここに

は小血管がかなり見 られる｡被月莫内側からスボ

ンヂ内へ結合織が進入し, これは直径 1cm の

球では中央部 まで及んでいる｡ 術後 3週 目で述

べたと同様,結合織線維は,スボンヂを小区劃

に分けなが ら,そのまわ りを取 り囲む様にして

進入しているので,スボンヂと結合織の部分 と

が交互に交 りあっている｡結合織の走向は,割

合に平行で,スボンヂに沿って進み,そこには

細長い核をもつ 線維細胞, 細長い 核 をもつ線

維細胞,卵円形の核をもつ線線維芽細胞及び,

少数の小円形細胞があり,更に5-6個から50

個以上の核をもつ異物巨細胞が,結合織 とスボ

ンヂの境界面に沿って散見される｡

小血管は, この結合織を通って中央部 までの

びている｡ 胸腔内充填は,皮下充填の場合より

細胞反応は少い｡

B ポ リ塩化 ビニールスボンヂ充填の場合

術後 1カ月半-3ヵ月目 :術後 1カ月半-3
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カ月になると,充填物は,弾力性を失い,17,求

ンヂ形態を全 く示さないことが多 く,ほとんど

一塊 となっている｡ 被月英は卵円形核の緑継芽細

胞を主 とする整った結 合織から成 り,庸 少数の

多核白血球,単球が散見される｡叉,異物巨細

胞が,被膜の充填物 と接する所に少数 見 られ

る｡塊状になったスボンヂの間隙には,小円形

細胞,及び線維芽糸耶包が比較的多 く,多核白血

‡求,単球 も未だ少数見られる｡術後 3カ月目に

なると,多核白血球,単球は著減 し,結合織内

の細胞も,讃塊椎芽細細胞に比べて,線維細胞の

出現が目立って来 る｡異物巨細胞は,やは り充

填物に接 して少数見 られる｡

第 3節 充填後 6カ月目の場合

第 1項 肉眼的所見

A ポ リビニールフォルマール充填の場 合

術後 6ヵ月目 :術後 6カ月になると,紋日莫全

体は,更に透明とな り,且薄い｡

胸腔内に於いては,術後 3カ月と同様胸壁側

の被尽英は厚 く,胸壁えの癒着 も強 く,不透明な

外側層に移行 している｡しかし肺 に 面 する側

は,透明な薄い被月英で,これは透明な,非常に

粗槌な結合織で,肺に癒着 しているが剥離 し易

い｡

皮下充填の場合は,胸腔内充填の場合の胸壁

側 と同じような被挟であるが,灰白色不透明で

ある｡その表面に,毛細血管,及び小血管がか

な り多 く見られる｡叉,スボンヂと被膜の癒着

は相当強固で,剥離することが困難である｡

割 面は,稀褐黄色で,スボンデと透明なゼラ

チ-/様の結合織 とが互に相交っているが,一見

均質のように見える｡透明な部分は,術後 3カ

月目の所見に比較 して,広 くなっている｡

B ポ リ塩化 ビニールスボンヂ充填の場合

術後 6ヵ月目 :術後 6カ月になると,大きさ

は,術後 3カ月目と略/‖司じで,充填前の1/2-

1/3位の人ききになっている｡ 被膜はポ リビ-

-ルフォルマ-ルと同じ程度薄 くなり,灰白色

半透明で,被膜より,結合織は充填物の間隙内

に進入し,癒着が強固で,剥離困難である｡充

填物は,更に硬 く,且つ脆 くなっている｡ 又,
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充填物 は押 しつぶされて, ほ とんど スボンヂ

形態を示さず,数個の大きな塊 となっている｡

その不規則な間隙の間に,結合線維が進入して

いるので,割面は均質でな く,黄褐色不透明な

充填物の部 分と,結合織の部分が大きく分離 し

ている｡

第 2項 病≡哩組織学的所見

A ポ リビニールフォルマール充填の場 合

術後 6ヵ月目 :術後 6カ月になると,被膜を

形成 している結合織 も,スボンヂ内に進入して

いる結合織 も,同じように,比較的,密に,辛

行に走っている結合織線維束 より成 り,線維細

胞は成熟 した核を示していて,且又,数 も少 く

なっているが,スボンヂ孔内の結合 織 の 部 分

は,所々に小円形細胞の浸潤を見る こ とが あ

る｡小区割に分けられたスボンデは,細胞反応

のない進入結合織,或は 1-2層の線維細胞で

境 されているが,その所々には,核教の多い異

物巨細抱が見られ,叉,時には非常に大きな巨

細胞が,/ト区劃 スボンヂの周囲を取 り囲んでい

るのも認められる｡

結合織の中央部には,庸線維芽細胞の集合し

ている部分も見 られる｡ 小血管は,結合織の問

を走 り,術後 3カ月から6カ月の問に発達 して

来 るようである｡

総括的に見て, 6カ月になると, 線維 芽 細

脂,線維細抱,小円形細胞,及び異物巨細胞が

結 合織内の主な細胞成分 とな り,しかもその細

胞数 も減少して来ている｡ しかし異物 巨細 胞

は,術後 3カ月に比べて精々多い｡

術後 6カ月になると,術後 3カ月以前に比べ

て,各小区割のスボンヂが稽 /q小さくな り,結

合織の部分が広 くなって,全体的に見てスボン

ヂの部分が小 さくな り,スボンヂが吸収 され,

結合織 と置 き替 りつつある様子が明らかに認め

られる｡殊にフォルマール化度の低いものにこ

の傾向が強いようである｡

B ポ リ塩化 ビニールスボンヂ充填の場 合

術後 6ヵ月目 :術後 6カ月では,術後 3カ月

に比較 して,多核白血球,単球はほ と ん ど な

く,結合織 も急に整って来ている線維細胞,紘
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維芽細胞も箸減し,竜同の乱れも少 く,割 合厘

いが,平行で密な結合織線維が充填物を囲んで

いる｡充填物の間隙内は侍粗槌な結合織である

が,その中に,線維細胞,線維芽細胞,異物巨

細胞が少数散見され,小円形細胞の小集積が所

々に見られる｡ 小血管は,被膜の外層及び充填

物の間隙内の結合織に見られ,最 も密で線維の

走向の平行な中層には少い｡

第 4節 充填後 1年乃至2年 6カ月の場合

第 1項 肉眼白勺所見

A ポ リビニールフォルマール充填の場合

術後 1年目 :術後 1年目になると,0.5cmx

0.5cmxlcm の円筒形の充填物が,6カ月以前

に比べて,容積が1/2-1/5と小さくなっている

のが牛封こ目算二つ｡被膜は術後 6カ月の時に芙頁似

しているが,極めて薄 く,精々透明で充填物が

透けて見え,充填物の表面が凸凹になっている

のが見える｡ 胸腔内では,その被膜から伸びた

多 くの,葉状乃至膜状の結合織に移行 して, こ

れより肺肋月莫及び体壁肋膜に割合 しっか り癒着

している｡

割面は透明なゼラチンようの部分が,島状に

且られ,仝体 として弾力性が減少しているが柔

い｡

術後 2年目 :術後 2年目になると,0.5cmx

0.5cmxlcmの円筒形の充填物は,胸腔内でほ

とんど吸収 され,肺と胸壁の問に1-ノ2カ所,

中央部が少しふ くらんだ索状,叉は膜状の癒着

を肺肋月英,及び体壁肋膜に見るだけである｡2

年 6カ月のものでも同様であった｡

(注)1例のみ,術後4年 3カ月後直径約0.5cmのス
ボンヂの残存を認めたのがある｡

B ポ リ塩化 ビニールスボンヂ充填の場合

術後 1年 2カ月～2年 6ヵ月目 :術後 1年 2

カ月-.2年 6カ月では,両者全 く同様の所見を

示す｡充填物の人ききは,術後6カ月の場 合と

ほとんど同じで (1/2-1/3位),被月実は極めて

薄 く,灰白色半透明で,強敵 となっている｡周

囲との癒着 も強 く充填物のみ取 り出す ことは困

難である｡
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祭り面は,中央部に一塊になった,不規則な形

の充填物があり, これは稀黄褐色を呈し,粗粒

で不均質であり,スボンヂ形態は全 く消失 し,

数個の塊 となってをり,その間隙に進入してい

る結合織の部分は,明らかに区別 して 見 られ

る｡

第 2項 病理組織学的所見

A ポ リビ--ルフォJt,マール充填の場合

術後 1年目 :術後 1年目で,先ず目につ くこ

とは,結合織の部分が一段 と増 し,広い結合織

の中に小区割に分れたスボンヂが,極めて小 さ

くなり,あちらこちらに島状に残存 し,6カ月

以前に見られたように,結合織が,細 くなった

り広 くなったりしながら,スボンヂの間をつな

いでいたような像は,ほとんど見られない｡こ

のような傾向は,フォルマ-ル化度の低いもの

では,術後 6カ月ですでに見られていたが,史

にそれが進んだ形態でスボンヂが吸収 され,紘

合織がその部分に置き替った結果と思われる｡

細胞数は,術後 6カ月目より精 々多 く,小円形

細胞がかな り見 られ,線維芽細胞も精 々多いも

のがあり,叉,2-3例に於いては,倉喰像を

示す大倉喰細胞が見られる｡これはやは り低い

フォルマール化鹿のものでは,9カ月に於いて

も出現する傾向が多 く,吸収 と平行 して,ある

時期に出現するものと思われる｡叉,異物巨細

胞は,スボンヂ小区割を囲んで認められること
が多 く,時にスボンヂの′卜匡割の中にも1′-2

個見られる｡ 叉′ト区割の極めて小さい所では,

その中まで細胞及び結合織の進入を見る｡結合

織内の血管は,術後6カ月とほとん ど変 ら な

い ｡

術後 2年目 :術後 2年 目では,績着部,及び

その中心の小 さな結合織塊の組織像の中には,

二全くスボンヂは見られず,その所々に少数の小

円形細胞,線維芽細胞のみを見,そこには′ト血

管が 1-2条竜 り,異物巨細胞はない｡

B ポ リ塩化 ビニールスボンヂ充填の場 合

術後 1年半日 :術後 1年半では,押 しつぶさ

れた充填物の周囲,及びその間隙には,比較的

額で,巷った顧痕様結合織線維が存在 し,その
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層には,細長 い楕円形の桟をもつ線維細机が土

で,他の麓 走細胞はほとんど見られない ㌧ ただ

所 々に,充填物の周囲には,それに接 して小円

形細胞の小集積が見られ る｡

株数の少い異物巨細胞が比較的少数見られ,

毛細血管が,その被膜外層,及び中層に少数 見

られる｡最外層には,密 な整った結 合織の層を

見る｡月日ち細胞軌 と詳ま極めて軽微で,非常に落

着 いた形態を京しているO

第 5節 フォルマール化度の異るポ リビニ

ールフォノしマールの異物性刺戟に

就いて

ポ リビニールフォルマールは,フォル′マ-ル

イヒ度を上昇せ しめると,次第に可1容性を減 じて

来 ると共に, 柔軟性 も減 じ, 弓単力性 も 変 化す

る｡一般に55モル96-70モル%'では,弾力性は

よく保たれ,柔軟であるが,70モル%以上にな

第3表 ポ1)どこ-ルフォルマールのフォルマー
ル化度 (第2篇)

･
.日

.･-==.

件

Ⅶ
織

条

五

1･.)

･･.

皮
叩
混l浴
o 原 試 料 (市 販〕

140DCH2SO40.9mol/1(88.1g/D
HCHO:原 PVOH の4倍当量

H2SO40.9mol/l
240oC嵐lcUHub:U遠▲▲i=i/dH の 8倍当量 67･6 鼎軟

360cc宙2cSHOb:0'Bmpoi'dH の 4倍讐 73･3

460ccLH･tSr?a:0遥mpoi/dH の8倍当量 74･5

H2SO4200g/1
560oCNa2SO4200g/1
旧CHO:60g/1(7,5倍当量〕
≡H2SO4250g/1

660oCiNa2SO4300g/1
≡HCHO:60g/1
厄Tso｡200g7T

760oC Na2SO4200g/1
甲CHO旦旦星/i_

86.DCR eso642530.g.tl/l
HCHOもog/1

糟 軟
〟

柔一旦
捕
々 一片
硬

81.3 硬 +

81.6硬 ±

硝 軟
73.5 々
柔一旦

78.3硬 ±

9 讐 禦粁 ず製造特高フォ- 71 霊二
相

10 同 上 76 々 +
硬
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ると,次第に硬度を増加 し,弾力性 が 減 弱 す
る｡ そこで墨験的に第 3表のように試料を0よ

り10迄作 り, 1週 より9カ月迄の経過を追求検

討 したO前述の嘉 リビニールフォルマール化厘

は,人休試料 0に準ずるものである｡

第 1項 肉眼的所見

肉眼的には,年書に差異は認められない｡殊に

術後 1週-2週 目ではほとんど同じである｡

術後 3週 目か ら1カ月になると,フォルマー

ル化蜜の高い試料,4,5,6,7, 8,10の

ものでは,弾力性を滅ずるために偏平 とな り,

精 々小 さくなる｡それ以外はその後にも,肉眼

的には特に差違は認 め難 く,第 1節 より第 4節

迄に述べた様な,被挟並びに割面の 所 見 を 示

+O

第 2項 病理組織学的所見

試料 0から10迄,特 に異 る組織像は示さず,

術後 1週 目に於いては,フォルマール化度62モ

ル%の試料 0と,フォルマ lル化度78モル%の

試料 8とを三三として比較すると,試 料 8の 方

が,白血球性反応精 々少 く,術後 2過でも細抱

反応は精 々′机 ､｡

試料 0では線維芽細胞の,スボンヂ内への進

入が著明で,術後2週 目には既に始 まり,それ

に伴って核の少い異物巨細抱が見られ る｡ が,

試料 8では,スボンヂ内への進入はほとんどな

く,辺縁部に止っている｡叉,異物巨細抱 も極

めて稀にしか見られない｡

術後 3過～1カ月でも,一般に試料 0より試

料 8の方が細胞反応は精 々少 く, この傾向は,

試料 1,2,3,4,5,6,7,9,10によ

ってもうかがえ,最 もフォルマ-)レ化度の高い

試料 6では,非常に細抱反応が少 くな っ て い

る〔又, フォルマール化度の高いものの方が,

被院 も薄いようである｡

これ等の傾向は,術後 3カ月～6カ月に於い

ても大体同じである｡叉, 試料8では,術後3

カ月～6カ月に於いて,スボンデの小区割の部

分は,結合織の部分により,次第に置換 され,

精 々吸収 されている組織像が見られるが,試料
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6では,そのような傾向は見られない ｡

術後 6カ月～ 9カ月迄は,低 フォルマール化

度のものでは,吸収像が著明 となり,それ と同

時に, この時期に, フォルマール化慶の高いも

のでは認められ難い大会喰細胞の出現を,見る

場合がある｡ このような場合には,結合織の部

分が,急速にスボンヂの部分を圧倒 して広 くな

り,吸収像が著明 となる｡

以上を要約すると, フォ ルマール化度の低い

ものは,可溶性であるということかB,異物性

刺戟が強いのではないか と,予め予想 されてい

たが,低 フォルマール化度に属する試料 0, 1

紘,比較的 トォルマ- ル化慶の高い試料 9,更

にフォルマール化慶の高い試料 8,6に比較す

ると,吸収度が強 く,異物性刺戟 も僅かに強い

ことがわか り,他 の試料をも併せて,全体白勺に

その傾向があることが判った｡試料 9は,フォ

ルマール化慶71モル%であるが,柔軟性,弾力

性共に優れ, しかも異物性刺戟は非常に軽微で

あり,ポ リビ--ルフォルマ-ルを充填物 とす

る時は,フォルマール化庭71モル% のものが最

適であろうと考える｡

第 6節 ポ リビニールアルコ-ノI,,コンゴ

ーE3- トポ リビニールアルコール

の動物生体内での異物刺戟に就い

て

第 5節では,ポ リビ- -ルフォルマ -ル,求

リ塩化 ビニールに就いて比較 しなが ら,述べた

が,ポ リビニールアル コールは,ポ リビニール

フォルマ-ルの原料であ り,叉 コンゴ-ロー ト

ポ リビ--ルフル コ- ルは,5.%のポ リビ--

ル7ル コ-ルの水溶液 と,等量 の飽和 コンゴ-

ロー ト水溶液 との混合物で, これにより低濃度

のポ リビ--ルアル コ-ル液はゲル化する｡ポ

1)ど--ルアルコ-ルほ,30%前後の水溶液を,

ゲル状になる迄乾燥 してこれを使用 した｡

実験方法は, 大体第 2章に 述べた通 りであ

る｡ スボンゼルを比較対照 とした ｡

第 1項 肉眼的所見

ポ リビ--ルアル コ-ル, コンゴ-ロー トポ

リビ--ルアル コ-ルは (以下 コンゴ一口- ト
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ポバール と.仮称する),共にスボンゼルの場合

に芙頁似 して, 肉眼自勺所見 はほ とんど 同じであ

る｡即ち 1週 目では,非常に薄 く,半透明で灰

白色の線維素 ようの被膜で覆われている｡叉,

ポ 1)ど--ルアル コールは膨潤 し,ll/2-ll/3

位にな り,叉, コンゴ-ロ- トポバ-ルはほ と

んど変 らない｡スボンゼル同様,ゲルの状態で

あるため,外力により偏平 とな り,充填物の形

は全 く変化 している｡被操は取 り出す時に破れ

やす く,充填物 も崩れやすい｡

ポ リビ-- ルアル コ- ルは,術後 2週-3週

目になると,被院はスボンゼル より精 々厚 く,

半透明,灰白色であるが,借充填物は透けて見

える｡

術後 1カ月半位になっても,被月英の厚 さ,外

観は大体同じで,ポ 1)どこ- ルフォルマ-ルの

場合 より,はるかに薄い｡

充填物内は,器質化傾向が初期から著明で,

細胞浸潤を伴 う結合織が進入し,被膜をきれい

に剥離することは, 1週 目で既に困難 とな り,

無理に剥離すれば,充填物がその内面につ く｡

術後 3カ月になると,スボンゼルはほとんど

吸収 されて,肉眼自勺には認 め難 くなるが,ポ リ

ビニールアル コ- ル, コンゴ-ロー トポバ - ル

では小 さ くな り,1/2-1/3位になって,被咲伎

更に薄 くな り (0.1mm～0.2mm)串透明で,､

充填物が割合 よく透けて見 えたが, 強敵であ

る｡ その表面を毛細血管が走っている｡

第 2項 病理組織学的所見

ポ リビ-- ルアル コ-ル, コンゴ～ロ- トポ

バ-ル,共に大体同じような組織像を示す｡術

後 1週 目では,多核 白血球,及び単球の遊出が

目立つ｡スボンゼル より精 々多いが,塩化 ビニ

ーノし,ポ リビ-- ルフォルマールの場合より多

核白血球数は大分少 く,単球が 1週 目にしては

多 く,大体被日英に限局している｡これはスボン

ゼルの場合の様に,スボンヂの中にまで多核 白

血球を見 るのとは異っているが,被膜のみの比

較では,前二者の方が,スボンゼル よりはるか

に多い ｡

術後 2週 目-3週 目になっても, 白血球性反
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応は,減少の傾向はあるが,庸存在 し, これに

線維芽細胞,大息喰細胞,異物巨細胞,小円形

細胞が見 られる｡しかし,線維芽細胞はあまり

多くな く,大倉喰細胞及び,異物巨細胞の倉喰

像は,極めて著明である｡

細胞浸潤は被月英に多 く,術後 3週 目から1カ

月半で,所々に棋形に充填物に進入する像が見

られ,その中の細胞は,精 々無構造で核濃縮像

が多 く,細胞の種類は判定出来ない｡

術後 3カ月迄の経過では,多核白血球,単球

は明らかに減少するが,線維芽細胞,異物巨細

脂,貧喰細胞,小円形細胞等は,あまり減少せ

ず, 次第に 充填物の中に, 結合織を 伴いなが

ら,周囲より進入し,その中央で拡が り,姻牛

殻を縦に切った断面のような形を呈 している｡

術後 3カ月半では,まばらに見られる異物巨

細胞を囲んで,多数の小円形細胞が集積 してい

るため,結核病巣のような感 じを与える｡血管

はその細胞の間を通って中央部に伸びているO

スボンゼルは,術後 3カ月半で,ほとんど吸

収 され,あとに結合織は残 さず,残った小片の

周囲に核数の少い,異物巨細胞,小円形細胞を

見るのみある｡ このような組織像は,3カ月以

後吸収されるまで,ほとんど同様である｡

以上要約すると,ポ リビニールアルコールで

は,約6カ月～10カ月で吸収 され,対照のスポ

-/ゼルの如 く,割合に異物性刺戟の少い組織像

を示す｡即ち,研期でもあまり輿物性炎症は激

しくな く,温和な刺戟状態であるが,次々と吸

収 されるために,常に新たな刺戟が加わ り,白

血球性反応 も倭かながら,永 く残 る｡ 叉結合織

形成は,あまり著明でないが,一方充填物 とし

て,一定の形を長 く保てないこと,膨潤が甚 し

いこと,吸収が斗いこと等,ポ リビ--)L,フォ

ルマールに比べて,充填物 としては,あまり適

当とは思われないO

第 4章 総括並びに考綾

ポ リビニールフォルマールを,家鬼の皮下に

充填すると,術後1週 目で,すでに灰白色の薄

い線維素様の脆い膜で包まれ,術後 2週 目から

3週頃には,更に厚くなり,この頃から被膜 と

-889-

スボンデを刺離 し難 くなる｡

術後 1カ月頃から,被膜は次第に薄 くなり,

透明化されて来て,それ と同時に被月莫面の毛細

血管管が発達 し,それがよく見える｡このため

に,淡黄褐色を呈している｡

害り面は,結合織の進入と共に,ゼラチン様の

透明な部 分と,淡黄褐色のスボ ンヂの小区割の

部 分が入 り混っているのが見られる｡ 叉,スボ

ンヂの中央部は, 結合綾の進入はな く, 弾力

性,柔軟性等全 く不変であるが,周辺は結合織

進入のため,弾力性,及び柔軟性が,精 々低下

して来ている｡

術後 3カ月,6カ月, 1年 と,被膜は極めて

薄 く,透明化して来てをり,炎症性変化はあま

り見られない｡

叉,胸腔内に充填 した場合でも,健常家兄,

結核家兎何れの場合も,膿胸等の合併症を併発

した例はな く,胸壁肋膜には,比較的強 く,柿

肋膜には弱い,薄い膜状叉は,索状の結合織性

の癒着を見,他の部分は全 く遊離腔をもってい

る｡

術後 9カ月, 1年 と,全体の大きさも 1/3-

1/2となり, 術後2年～2年6カ月頃には,

0.5cmx0.5cmxlcm の大 きさのものでは,坐

く吸収 されるようである｡ これを病理組織学的

に見ると,術後 1週 目は多核白血球を主 とする

反応であるが,術後 2週 目になると著減 し,単

球,小円形細胞が認められることが 多い｡各 々

同時期のメチールメクク リレー ト板 より比較的

異物性刺戟が多いように見える｡

スボンヂ形態 という,表面積の売 人さを考慮

に入れれば,メチ-ルメククリレー トに準ずる

程度で,刺戟度は軽微なものと考える｡

叉,スボンヂ内の,結合織の進入状態は,辛

等に進入するのではな く,第 3茸,第 1節,第

2項で述べた如 く,スボンヂの小区割を取 り囲

むようにして結合織が発達 し,しかも術後 1カ

月では, その割両の 1/2をおTTTIが 占めるよう

に,相錯綜 しているが,術後 9カ月～1年にな

ると, 次第に スボンヂの小匡割は小 さくなっ

て,結合織の部分が広 く.なり,極めて緩慢にス

ボンヂが吸収 され結合織 と置換 して行 く状態が



-890-

見られる｡ この時期には,精 々細胞反応が増加

するようであり,叉,フォ ルマ-ル化度の低い

ものでは,倉喰細胞が この時期に見 られる｡

胸腔内に 0.5cmXO.5cmXIcm 大の円筒形

のものを充填 した例で, 2年-2年 6カ月経過

した例では,同時に充填 したポ リ塩化 ビニール

は残っているが,ポ リビニールフォルマールは

,所 々に結合職 の小片 と,それに繁 る膜状及び

索状 の癒着を,胸壁 と肺肋月英の間に残すのみ と

なる｡その結 合織の小片には,少数の小 円形細

胞,線維芽細胞,線維細胞,小血管等が認めら

れ る｡ 異物巨細胞は見ないが,一応,そこにあ

ったポ リビニールフォノレマールが吸収 された後

の反応ではないか と思われる所見を得た｡この

ことからポ リビニールフォルマールは,長期に

亘 り,次第に吸収 され,最後には全 く消失 して

しまうものであると考えられるのである｡

このように,スボンヂ形態であること,叉,

吸収 されるものであるにも拘 らず,異物性刺戟

が割合に軽微であること,相当長期に亘 るが,

最後には吸収 されてしまうものであることか ら

して,その適応並びに術式 と柑侯って,充填物

として用いてよいものと思 う｡

これに対 して, ポ リ塩化 ビニール スボンヂ

は,そのポ リ塩化 ビニールの性質上, これに弾

力性を保たせるには,可塑剤及び安定剤が必要

で,それ も 1/4-1/3含有 されているものが多

く,叉 この可塑剤は,生体内で安定なものが少

いように思われる｡ 即 ち, 術後 1週間ですで

に,可塑剤の分解 消失を思わせる弾力性の急激

な減少,殊にその硬度を増加すること,及び 1

過 -′3週に亘る組織及び細胞の壊死像, 白血

球,単球等の細胞反応が多 く激 しい炎症像を示

す こと,その被膜は 1カ月目より漸 く急性炎症

の消退を認 め正常に近い結合織形成に向うこと

等が,それを証明 している｡

術後 3カ月目になると,ほ とんどポ リ塩化 ビ

ニールそのものとなり,次第にポ リビニールフ

ォルマール程度の組織像を示す ようになる｡ し

かし, これは硬度を増加 し脆 くな り,吸収 され

ることな く,大きさも初めの1-2カ月の間に

1/2-1/3になったままの状態である｡ 術後6
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カ月になると,急に浸潤細胞が減少し,ほ とん

ど少数の線維細胞,要に少い線維芽細胞,小円

形細胞,血管及び,極めて少数の核数の少い異

物巨細胞が見られ,ポ リビニールフォルマール

より細胞反応が少 くなる｡ このことは,既に可

塑剤を一失ったポ リ塩化 ビニール自体は,刺戟極

めて少 く,叉, これは吸収 されない物質である

こと,一方ポ リビニールフォルマ-ルは刺戟は

始めから軽微であるが,緩慢に吸収 され るもの

であることの相違によると思われ る｡しか しす

でに,術後 1週 目～1カ月で完全に弾力性を失

い,スボンヂ形態 も崩れ,硬度 も非常に増す こ

とか ら, この塩化 ビニールスボンヂ製品は,初

期の目的に反し適当な充填物ではないと思われ

る｡

次にポ リビ--ルフォルマ-Jt/に就いての,

フォ-ルマ-ル化度の問題であるが,第 6節で

述べたように実験を試みた範囲では, フォルマ

ール化宴の上昇 と共に細胞反応少 く,異物刺戟

も軽微であるようであるが,一方 フ■ルマール

化嫁の 上昇による弾力性 の減少と硬度の増加

は, これも初めの目的に反す るので,弾力性が

保たれ,柔軟で最 もフォルマール化宴の高いも

の,即ち68-70モル%'前後のものが最 も適当と

思われ る｡

ポ リビニールフォルマ-ルの実験動物に対す

る使用は,1951年 Grindlay,Clagett,Samuel,

Levien 等が別 々に報告 している｡Samuel等

紘,ポ リビ--)I,フォルマ-ル,セルローズ,

ネオプレイン (人工 ゴ ム) ,ポ リステン, ビニ

ール製品等に就いて,犬を用いて7-8カ月の

実験経過を報告 しているが,ポ リビ--ルフォ

)i/マールが最 も良いと述べている｡

叉 Grindlay,Waugh等ほ,Ⅰvalon (充填物

に対す る詳 しい報告はないが,Samuelの論文

より,ポ リビニールフォルマールと思われる)

の実験的使用を,夏に Joseph.W.Gale等が

Ⅰvalonの臨床応用で広義の肺切除の死腔閉鎖

に使用 し,50例中, 2例 の混合感染を 起 した

が,他に合併症はなかった ことを1952年12月に

報告 している｡そして何れ も, このスボンヂの

使用価値を述べ,選択的適用の場合にはこの物
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質の臨床的応用は保証 され るであろうと述べて

いる｡ 叉,その特徴 として非常に柔軟な こと,

化学的に安定で且つ,輿物性刺戟の僅少である

こと,そ して最後に充填物は,線維及び曙原性

糸師封こ浸潤 され る程度に線維組織反応が起って

いると いうことが 大切な 所であると述べてい

る｡ Harald,Partereyo等ほポ リスタンスボ ン

チ,スボンゴスクン及び,Frits,Anstett等は

ポ リアマ イ ドスボンヂ及びパ ック,RaiveJ.R.

等はセルローズスボンデ等を1951年～1953年に

jU-.り,動物並びに臨床ELI勺に使用 した経験を報告

しているが,充填物に関 しての詳細な記載が少

い｡ しか し何れ も,弾力性軟 の柔軟 なスボンヂ

の高 分子化合物であることは,興味深いものが

ある｡

結 論

本第では,スボンヂ形状 のポ リビニールフォ

ルマール, ポ リ塩化 ビニールを 主 として 比較

し,更にポ リビ--ルフォルマールの原料であ

るポ リビニールアル コール,及び同系の コンゴ

-ロ- トポバールに就いて,家兎を用いて動物

組鞍に対サ るそれ等 の異物性刺戟に就いて検討

した ｡

1) 動物組織に対.す るポ リビニールフォルマ

-′レの異物性刺戟は軽微であるが, メチ -ルメ

タク リレ- トのそれ よりも多い0

2) 術後 3カ月目には,正常に近い安定 した

薄い結 合織に密に覆われ,そのスボンヂの中に

も,スボンヂを小区割に分割 しなが ら, これ と

相互 に錯綜す る結合織が進入す る｡

3) 術後 6カ月, 1年 となると,次第に非常

に緩慢に 結合織は, スボンヂ の閉域 まで進入

し,巾広 くな り,又,スボンヂほ全体 としても

小 さ くな り,緩慢に吸収 され る像を示 し,術 後

2年～2年 6カ月になると, 1cmxO.5cmx

0.5cm のものは全 く吸収 されてしまう｡

4) 持 合轍の進入を受けていないスボン/ヂの

部分は,柔軟性,弾力性,共によく保たれて変

化 を見ない｡

5) ポ リビニール フォルマ-ルでは, フォル

マ-ル 化度 の 高い ものの方が 異物 性刺戟 は少
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い ｡ しか しなが ら, フォJL,マ-ル化鹿の高いも

のは,弾力性が王威少するので柔軟性,弾力性が

共に保たれ,且つ異物性刺戟 も少い, フォルマ

ール化度68-70モル%前後が適当である0

6) ポ リ塩化 ビニールスボンデは,早期に,

可塑剤の遊離,消失によって異物性別卓針ま,和

英的 らゝ1ヵ月目迄が非常に強 く,術後 3カ月目

で漸 く,ポ リビ--ルフォルマ-ルに近い組織

像を主 とするようになる｡

7) ポ リ塩化 ビニールスボンヂ自体は,術後

1週～1カ月で可塑剤の消失のために固 く脆 く

な り,弾力性を失い,有]期の目的に反する｡

8) ポ リビニールアル コール及び, コンゴー

ロー トポバ-JL,は,スボンゼル同様,有]期の細

胞反応は少いが,それが比車軸勺長 く持続 し,又

ゲル状 のために膨潤度が大 き-,充填物はその

外力により容易に変形 してこわれやす く,移動

す ること,吸収はスボンゼル (10週前後) より

は遅いが, 1年以 内であること等か ら充填物 と

しては不適当 と思われ る｡

以上を要約すると,フォルマール化度70モル

%前後のポ リビニールフォルマールは,スボン

ヂ形態 としては生体に対す る薬物性利卓如ま軽微

であり,第 1篇で述べたように,ポ リイソブチ

レン,ポ リエチ レン,ポ リアク リル酸 メチ ール

も異物性刺戟は極めて軽微であるが,柔軟性,
弾力性の点ではポ リビ--ルフォルマ-JL,が優

れ, しか も任意 の大きさと形が容易に得 られ る

点等から宰際に充填物質 として使用す るのに最

適であると考える｡

閥筆に臨み御懇切な御指導,御校閲を賜った恩師長

石教授に沫甚の謝意を表すると共に,標本の一部に

就いて御懇篤な御教示を戴いた,神戸医大家森教授

に対しても離謝するO

又,実験材料をお分け頂き,種々有益な御教示を賜

った,工学部線維化学教室桜田教授,及び積水化学

京都工場に対しても深甚の謝意を表する｡

尚論文の要旨は,第5回,及び第6回の胸部外科学

会及び第51回日本外科学会に於いて発表した
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ポ リビニールフォルマール

一･893--

平川論文附図 (窮2篇)〔英の1〕

ポ リビ--ルフォルマール充填の場合

ポ リどこ-ルフォルマールスボンヂ球胸腔内 (家兎)

充填の場合

左術後 3ケ月 右術後 2年6カ月

術後 1週間 割面の病理

組織

学的所見術後 2
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術後 3ヵ月目

京大結研紀要 第8巻 第2号 増刊号

平川論文附図 (条2第)〔其の2〕

ポリビニールフォルマール充填の場合 (割面の病理組織学的所見)

術後 6ヵ月目

術後 1年 目 術後 2年半日(黒い部分は肋膜でス



昭和34.8

〔平川論文附図〕 (第2篇) 〔其の3〕

ポ1)ビニーールフォルマ-ル充頃術後の組織像

充填後 1年 6カ月 (フォルマール化度70)

-895-図 Ⅰ 小さく分断されたポ ･)ビニールフォルマール 図IR 図 Iの強拡大でポリビニールフォ

ルマールと(矢印)を小数の結合織細胞を主とする整った結 堺する結合織には殆んど細胞反応を見な

い｡ (矢合繊が取 り囲んでいる｡ 印がポリビニールフ

ォルマール)*充填後 4年 3ケ月図 ∬ 長 く吸収され

ずに残ったポリビニールフォルマールが小さな塊 (充填

前の数百分の-〕 となって細胞反応の殆んどない結合織に覆われている｡ 写真右

下がポ1)ビールフ
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〔平川論文附図〕 (第2篇) 〔其の4〕

1 術後 3ケ月のフォルマ-ル化度の差に依るポリビニールフォルマールの組織像

A 高フォルマール化度

2.雑A.スボンゼル 術後3ケ月C.ポリビニールアルコール 術後 3ケ月半 B

低


